
厚生労働省 福井労働局 健康安全課

熱中症対策について
～法改正事項について～
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（熱中症を生ずるおそれのある作業）
●労働安全衛生規則第６１２条の２

事業者は、暑熱な場所において連続して行われる作業等熱中症を生ずるおそれのある
作業を行うときは、あらかじめ、当該作業に従事する者が熱中症の自覚症状を有する場合
又は当該作業に従事する者に熱中症が生じた疑いがあることを当該作業に従事する他の
者が発見した場合にその旨の報告をさせる体制を整備し、当該作業に従事する者に対し、
当該体制を周知させなければならない。

２
事業者は、暑熱な場所において連続して行われる作業等熱中症を生ずるおそれのある

作業を行うときは、あらかじめ、作業場ごとに、当該作業からの離脱、身体の冷却、必要に
応じて医師の診察又は処置を受けさせることその他熱中症の症状の悪化を防止するため
に必要な措置の内容及びその実施に関する手順を定め、当該作業に従事する者に対し、
当該措置の内容及びその実施に関する手順を周知させなければならない。
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参照：令和７年５月20日付 基発0520第６号「労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行等について」

WBGT値が28度以上又は気温が31度以上
の場所をいい、必ずしも事業場内外の特定
の作業場のみを指すものではなく、出張先
で作業を行う場合、労働者が移動して複数
の場所で作業を行う場合や、作業場所から
作業場所への移動時等も含む

上記暑熱な場所において、継続して１時
間以上又は１日当たり４時間を超えて行
われることが見込まれる作業

労働者だけでなく、労働者と同一の場
所において当該作業に従事する労働
者以外の者を含む

【定める事項】
●作業場の責任者等報告を受ける者の連絡先
●連絡方法
＋
随時報告を受けることができる状態を保つこと

報告先等が作業者に確実に伝わる
ことが必要条件
（例）
●事業場の見やすい箇所への掲示
●メールの送付 など
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熱中症を生じるおそれのある作業が行われることが想定される作業日の作業開始前まで
※同一の従事者によって一定期間に連続して行われることが想定され、既に体制の整備
及びその周知が講じられている場合は、当該措置を作業日毎に重ねて実施する必要はな
いこと。

参照：令和７年５月20日付 基発0520第６号「労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行等について」

建設現場のような混在作業であって、同一
の作業場で複数の事業者が作業を行う場
合は、作業場の元方事業者及び関係請負
人の事業者いずれにも措置義務が生じる。
この場合、周知の方法として、各事業者共
同で１つの緊急連絡先を定め、これを周知
することでも良い。
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（注意点１）
暑熱な場所に該当するか否かは、原則として作業が行われる場所でWBGT値及び気温
を実測することにより判断する必要がある。
ただし、例えば通風のよい屋外作業について、天気予報、熱中症予防情報サイト等の
活用によって判断可能な場合には、これらを用いて差し支えない。



10

（熱中症を生ずるおそれのある作業）
●労働安全衛生規則第６１２条の２

事業者は、暑熱な場所において連続して行われる作業等熱中症を生ずるおそれのある
作業を行うときは、あらかじめ、当該作業に従事する者が熱中症の自覚症状を有する場合
又は当該作業に従事する者に熱中症が生じた疑いがあることを当該作業に従事する他の
者が発見した場合にその旨の報告をさせる体制を整備し、当該作業に従事する者に対し、
当該体制を周知させなければならない。

参照：令和７年５月20日付 基発0520第６号「労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行等について」

（注意点２）
建設現場のような混在作業であって、同一の作業場で複数の事業者が作業を行う場合
は、作業場の元方事業者及び関係請負人の事業者いずれにも措置義務が生じる。
この場合、周知の方法として、各事業者共同で１つの緊急連絡先を定め、これを周知す
ることでも良い。

（その他）作業者から電話等で報告を受けるだけではなく、積極的に熱中症が生じた疑い
のある作業者を早期に発見する観点からの推奨方法

↓
責任者等による作業場所の巡視、２人以上の作業者が作業中にお互いの健康状態を
確認するバディ制の採用、ウェアラブルデバイスを用いた作業者の熱中症のリスク管理、
責任者・労働者双方向での定期連絡やこれらの措置の組み合わせ
※ウェアラブルデバイスによる管理は、必ずしも当該機器を着用した者の状態を正確に
把握することができるわけではないため、他の方法と組み合わせる必要がある。
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２
事業者は、暑熱な場所において連続して行われる作業等熱中症を生ずるおそれのある
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把握方法と考え方は
先ほどと同じ

作業着を脱がせて水をかけること、アイスバスに入れること、十
分に涼しい休憩所に避難させること、ミストファンを当てること等
の被災者を体外から冷却する措置のほか、アイススラリーを摂
取させる等の被災者を体内から冷却する措置が挙げられる。
※この間、容体が急変する場合があることから、被災者を一人
にしないで他の作業員が見守ることが重要。

事業場の体制や作業実態を踏まえて合理的に実施可能な内容とすること。
※あらかじめ、事業場の緊急連絡網、搬送先となる医療機関の連絡先（その医療機関の
所在地含む）を定めた場合、これらも含めて手順に記載することが望ましい。

その他、熱中症については、帰宅後も含め、時間が経ってから症状が悪化することがある
ため、事業場の回復の判断は慎重に行うこと。回復後に体調急変時の連絡体制や対応な
どもあらかじめ定めておくことが重要

参照：令和７年５月20日付 基発0520第６号「労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行等について」



13参照：令和７年５月20日付 基発0520第６号「労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行等について」



14参照：熱中症予防情報サイト（環境省）
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＃７１１９の活用

参照：総務省 消防庁HP



16参照：総務省 消防庁HP
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～助成金もあるよ～
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